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36週および産祷1カ月において安静!創立時と運動時(エルゴサイザ_ R によるペダル運動) ，こImpedence


















とFinapresSlを用いた心拍山量 (CO)・平均血圧 CMBP)を連続的に測定し.両畠より血管抵抗 (VR)
を求め.運動による変化を検討した。
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その結果，安静時のMBPは，運動計では妊娠中，および産樽1カ月まで低値を維持していたが，非運
動計では妊拡20週まで低1直を維持するものの，その後妊娠経過とともに上昇し，産禅1カ月では非妊時よ
りさらに上昇したc 運動時MBPは運動群では妊娠28過で最低fii'{となり以後も低値を推移した。運動時vn
は妊娠により向ー群において低下したが，運動計ーでは低舶を持続したのに対し非運動群では28週以降上昇
を示しすこじ
以上の成績から妊娠経過中に切迫流早産などの安静を要する異常が認められない限り，妊娠中に運動を
宿極的に取り入れることにより妊娠全期間を通じてVJ{を低下させることができ，血圧の k界を防止し，
妊娠性高血圧症の発症の予防につながることが推察された。
以上の研究内事は妊婦運動に関する女1.1見に脊与するものであるc よって博士(医学)の学位を授与する
に値するものと判定された。
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